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は
じ
め
に
　
稿
者
は
、
飛
鳥
井
雅
経
の
定
数
歌
を
順
次
読
み
進
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
『
明
日
香
井
集
』
六
二
九
～
七
二
七
（
注
一
）
の
『
百
日
歌
合
』
と
端
作
り
に
記
さ
れ
て
い
る
作
品
（
以
下
、
本
百
首
と
い
う
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
百
首
は
「
毎
日
一
首
後
不
見
建
保
二
年
七
月
廿
五
日
始
之
」
と
の
注
記
を
持
ち
、
建
保
二
年
（
一
一
二
四
）
、
雅
経
四
五
歳
の
時
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
歌
合
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
他
の
歌
人
に
同
一
の
題
の
作
は
見
出
せ
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
私
的
な
百
首
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
百
首
は
九
九
首
し
か
現
存
し
な
い
。
勅
撰
集
入
集
歌
は
な
い
。
ま
た
、
『
明
日
香
井
集
』
に
は
重
出
歌
が
少
な
く
な
い
が
、
本
百
首
六
六
八
は
『
建
保
四
年
院
百
首
』
中
の
八
一
六
と
上
句
が
一
致
す
る
。
　
本
百
首
は
歌
題
に
多
く
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
と
土
ハ
通
性
を
も
つ
作
が
多
い
、
述
懐
歌
が
多
い
、
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
ほ
か
、
本
百
首
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
子
を
思
う
歌
が
、
一
首
だ
け
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
述
懐
歌
が
多
い
こ
と
か
ら
は
、
本
百
首
の
詠
作
意
図
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
雅
経
歌
に
は
本
歌
取
詠
が
多
い
、
流
行
表
現
な
ど
を
用
い
た
歌
が
多
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
本
百
首
で
は
、
本
歌
取
詠
一
〇
首
、
本
歌
取
と
は
い
え
な
い
が
、
先
行
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
歌
が
一
二
首
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
珍
し
い
表
現
が
三
四
例
、
独
自
表
現
が
一
六
例
、
流
行
表
現
が
一
二
例
と
、
多
く
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
①
歌
題
、
②
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
『
為
忠
家
後
度
百
首
」
と
の
関
わ
り
、
③
述
懐
歌
、
及
び
④
子
を
思
う
歌
、
の
四
点
に
つ
い
て
検
討
し
、
珍
し
い
表
現
な
ど
に
つ
い
て
も
適
宜
ふ
れ
た
い
。
歌
題
　
本
百
首
の
歌
題
に
は
多
く
の
特
徴
が
あ
る
の
で
、
気
づ
い
た
点
を
列
記
し
た
い
。
　
①
部
立
が
な
い
。
　
②
部
立
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
曙
雲
」
（
六
二
九
）
・
「
夜
雨
」
（
六
三
〇
）
等
、
天
象
の
題
の
グ
ル
ー
プ
で
本
百
首
は
始
ま
り
、
「
唐
衣
」
（
七
二
六
）
・
「
玉
帯
」
（
七
二
七
）
と
い
う
衣
服
に
関
わ
る
題
の
グ
ル
ー
プ
に
終
わ
る
。
グ
ル
ー
プ
、
及
び
グ
ル
ー
プ
内
の
歌
題
の
、
配
列
順
序
が
何
に
よ
っ
て
い
る
か
は
、
多
く
の
場
合
不
明
で
あ
る
。
　
③
各
グ
ル
L
フ
の
歌
数
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
最
も
少
な
い
の
は
、
「
梧
鐘
」
（七
一
五
）
で
、
こ
れ
は
前
後
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
、
最
も
多
い
の
は
「
檜
原
」
（
六
六
一
）
か
ら
「
浅
茅
」
（
六
八
三
）
の
、
植
物
に
関
わ
る
題
の
二
三
首
で
あ
る
。
　
④
題
は
す
べ
て
漢
字
二
文
字
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
性
質
は
一
様
で
は
な
い
。
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「
故
郷
」
（
六
四
八
）
・
「
漁
父
」
（
七
〇
〇
）
な
ど
の
よ
う
に
一
語
の
題
も
あ
る
が
、
「
過
風
」
（
六
三
一
）
・
「
閑
暁
」
（
六
三
三
・
六
三
四
）
の
よ
う
に
二
つ
の
要
素
を
も
つ
、
二
語
か
ら
成
る
結
題
と
い
う
べ
き
も
の
の
方
が
多
い
。
ま
た
、
「
浜
木
」
（
七
二
五
）
は
「
浜
木
綿
」
を
詠
ん
で
お
り
、
統
一
を
は
か
る
た
め
に
無
理
に
二
文
字
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
浜
砂
」
（
六
四
二
）
も
通
常
の
表
記
で
あ
れ
ば
「
浜
真
砂
」
で
あ
ろ
う
。
　
⑤
一
題
一
首
で
あ
る
が
、
「
閑
暁
」
（
六
三
三
・
六
三
四
）
と
「
幽
夕
」
（
六
三
五
・
六
三
六
）
の
み
、
二
首
ず
つ
存
す
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
　
⑥
他
に
見
出
せ
な
い
題
が
多
い
。
後
代
も
含
め
他
に
見
出
せ
な
い
題
、
後
代
に
は
見
ら
れ
る
題
、
と
も
に
三
十
例
以
上
存
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
は
単
独
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
る
も
の
（
た
と
え
ば
「
送
年
」
（
六
三
九
）
は
、
「
山
家
送
年
」
が
『
新
古
今
集
』
ほ
か
多
数
に
見
ら
れ
る
）
も
あ
る
。
　
本
百
首
以
前
に
成
立
し
た
百
首
歌
等
の
題
と
比
較
す
る
と
、
「
故
郷
」
（
六
四
八
）
・
「
椎
柴
」
（
六
七
二
）
が
『
永
久
百
首
』
と
、
同
じ
く
「
椎
柴
」
が
『
六
百
番
歌
合
』
と
、
「
田
家
」
（
六
五
四
）
が
『
堀
河
百
首
』
と
、
「
釣
船
」
（
七
一
二
）
が
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
と
、
「
囲
碁
」
（
七
二
〇
）
・
「
蹴
鞠
」
（
七
二
二
）
・
「
競
馬
」
（
七
二
三
）
が
『
為
忠
家
後
度
百
首
」
と
一
致
す
る
。
　
⑦
あ
え
て
珍
し
い
表
記
等
を
用
い
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
「
倍
鏡
」
（
七
一
一
）
・
「
海
査
」
（
七
一
六
）
な
ど
で
、
「
倍
鏡
」
は
「
ま
す
か
が
み
」
を
詠
ん
で
お
り
、
「
海
査
」
の
「
査
」
は
筏
の
意
で
あ
る
。
筏
は
河
に
浮
く
筏
が
詠
ま
れ
る
の
が
普
通
で
、
海
の
筏
を
詠
む
例
は
他
に
見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、
七
一
六
は
「
法
の
浮
木
」
を
詠
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
本
百
首
中
に
は
「
河
筏
」
題
も
あ
る
（
七
＝
二
）
。
ま
た
、
「
遊
君
」
（
七
〇
二
）
は
他
に
例
が
な
い
が
、
同
義
の
「
遊
女
」
題
は
多
い
。
こ
の
ほ
か
、
「
息
石
」
（
六
四
〇
）
は
、
沖
の
石
を
詠
ん
で
お
り
、
「
息
」
は
不
審
で
あ
る
（
注
二
）
。
　
以
上
の
よ
う
に
本
百
首
の
歌
題
は
多
く
の
特
徴
を
も
つ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
題
を
選
定
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
珍
し
い
表
現
等
を
用
い
た
詠
が
多
い
こ
と
と
、
次
節
で
述
べ
る
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
と
の
関
わ
り
を
も
合
わ
せ
考
え
る
と
、
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
新
奇
さ
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
二
　
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
と
の
関
わ
り
　
本
百
首
に
は
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
（
以
下
、
『
初
度
』
・
『
後
度
』
、
両
者
を
ま
と
め
て
呼
ぶ
際
に
は
『
両
度
』
と
す
る
）
と
共
通
性
を
有
す
る
歌
が
少
な
く
な
い
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
行
き
た
い
。
『
両
度
』
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
と
、
丹
波
守
藤
原
為
忠
が
、
近
親
者
や
友
人
を
集
め
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
初
度
』
は
長
承
元
年
（
一
二
二
二
）
な
い
し
同
三
年
、
『
後
度
』
は
保
延
元
年
（
＝
三
五
）
の
成
立
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
三
）
。
参
加
歌
人
は
と
も
に
八
名
で
、
為
忠
、
そ
の
子
息
為
盛
・
為
業
・
盛
忠
、
女
婿
藤
原
顕
広
と
そ
の
兄
忠
成
（
『
初
度
』
の
み
）
、
源
仲
正
・
頼
政
父
子
、
藤
原
親
隆
（
『
後
度
』
の
み
）
で
あ
る
。
本
百
首
と
『
両
度
』
と
の
共
通
性
は
、
歌
題
と
和
歌
表
現
の
二
点
に
分
け
ら
れ
る
。
『
両
度
』
と
一
致
す
る
歌
題
か
ら
見
て
行
き
た
い
。
　
『両
度
」
と
一
致
す
る
歌
題
は
「
釣
船
」
（
『
初
度
』
）
、
「
囲
碁
」
・
「
蹴
鞠
」
・
「
競
馬
」
（
以
上
『
後
度
』
）
の
四
題
で
あ
る
。
「
釣
船
」
（
七
一
二
）
は
『
初
度
』
の
ほ
か
、
本
百
首
以
前
に
は
、
治
暦
四
年
（
＝
六
八
）
～
保
安
年
間
（
＝
二
〇
1
一
一
二
四
）
成
立
の
『
両
国
受
領
歌
合
』
に
見
ら
れ
、
ま
た
「
つ
り
ぶ
ね
」
と
ひ
ら
が
な
表
記
で
、
天
延
三
年
（
九
七
五
）
二
月
十
四
日
の
注
記
を
も
つ
『
堀
河
中
納
言
家
歌
合
』
に
も
見
え
る
。
「
囲
碁
」
（
七
二
〇
）
・
「
蹴
鞠
」
（七
二
二
）
は
、
後
代
も
含
め
、
『
後
度
』
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
競
馬
」
（七
二
三
）
は
『
後
度
』
の
ほ
か
は
後
代
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
注
四
）
。
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そ
の
ほ
か
に
「
相
撲
」
（
七
二
四
）
は
、
『
後
度
』
に
見
え
る
「
相
撲
節
」
と
同
義
で
あ
る
。
「
相
撲
」
題
は
後
代
の
『
年
中
行
事
歌
合
』
に
見
え
る
が
、
「
相
撲
節
」
題
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
　
次
に
表
現
面
で
土
ハ
通
性
を
有
す
る
詠
を
取
り
あ
げ
た
い
。
　
　
囲
碁
わ
た
し
こ
し
も
ろ
こ
し
ぶ
ね
の
な
み
の
お
と
も
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
う
ち
た
え
ず
は
ま
の
ま
さ
ご
は
　
　
　
（
七
二
〇
）
う
ち
う
た
ず
き
み
が
て
な
み
を
し
ら
ぬ
ま
は
は
ま
の
ま
さ
ご
ぞ
　
あ
や
ぶ
ま
れ
け
る
　
　
（
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
囲
碁
、
七
九
八
、
頼
政
）
　
　
天
暦
御
時
、
一
条
摂
政
蔵
人
頭
に
て
侍
り
け
る
に
、
お
び
を
か
け
て
御
　
　
ご
あ
そ
ば
し
け
る
、
ま
け
た
て
ま
つ
り
て
御
か
ず
お
ほ
く
な
り
侍
り
け
　
　
れ
ば
、
お
び
を
返
し
た
ま
ふ
と
て
　
御
製
し
ら
浪
の
打
ち
や
か
へ
す
と
ま
つ
ほ
ど
に
は
ま
の
ま
さ
ご
の
　
　
　
　
か
ず
そ
つ
も
れ
る
　
　
　
（
『
拾
遺
集
』
巻
九
、
雑
下
、
五
五
二
）
　
雅
経
歌
だ
け
を
見
る
と
、
囲
碁
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
雅
経
歌
・
『
後
度
』
の
頼
政
歌
と
も
、
『
拾
遺
集
』
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
雅
経
歌
は
、
表
面
は
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
唐
土
船
が
た
て
る
波
が
、
絶
え
ず
浜
の
真
砂
に
打
ち
寄
せ
る
様
を
詠
む
が
、
「
唐
土
船
」
は
、
中
国
伝
来
の
遊
び
で
あ
る
囲
碁
の
比
喩
と
思
わ
れ
、
囲
碁
を
打
つ
こ
と
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
意
か
。
た
だ
し
、
「
は
ま
の
ま
さ
ご
」
は
『
拾
遺
集
』
歌
で
は
賭
け
物
の
比
喩
で
あ
る
が
、
雅
経
歌
で
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
解
し
に
く
い
。
曝
布
月
を
ま
つ
く
も
の
は
た
て
の
お
り
か
け
て
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
ま
で
ぬ
の
を
さ
ら
し
な
の
さ
と
卯
の
花
の
か
き
ね
つ
づ
き
の
よ
そ
め
に
は
た
だ
ぬ
の
が
ほ
に
　
　
　
さ
ら
し
な
の
さ
と
　
　
　
（
『
初
度
』
遠
村
卯
花
、
為
盛
、
夏
は
ぎ
の
を
ね
の
か
き
ね
の
卯
の
花
は
夜
さ
へ
布
を
　
さ
ら
す
な
り
け
り
　
　
　
（
『
堀
河
百
首
』
卯
花
、
大
江
匡
房
、
ま
が
ふ
べ
き
月
な
き
こ
ろ
の
う
の
は
な
は
　
　
　
よ
る
さ
へ
さ
ら
す
ぬ
の
か
と
そ
見
る
　
　
　
（
『
山
家
集
』
（七
一
〇
）
一
七
六
）
三
三
八
）
一
七
七
）
　
雅
経
歌
は
こ
れ
ら
を
念
頭
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
夜
ま
で
布
を
さ
ら
す
、
と
い
う
発
想
は
匡
房
歌
、
あ
る
い
は
西
行
歌
か
ら
、
「
ぬ
の
を
さ
ら
し
な
の
さ
と
」
と
い
う
表
現
は
為
盛
歌
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
為
盛
歌
同
様
「
更
級
」
に
「
（
布
を
）
さ
ら
し
」
を
掛
け
る
ほ
か
、
「
は
た
て
」
に
「
機
」
を
掛
け
、
「
織
り
」
と
と
も
に
「
布
」
の
縁
語
と
す
る
技
巧
的
な
歌
で
あ
る
。
他
の
三
首
が
卯
花
の
比
喩
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雅
経
歌
が
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
実
際
に
布
を
曝
す
と
い
う
こ
と
が
夜
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
雅
経
歌
も
卯
の
花
を
詠
ん
だ
も
の
か
。
「
く
も
の
は
た
て
の
お
り
か
け
て
」
は
天
の
羽
衣
の
こ
と
で
、
卯
の
花
の
比
喩
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
雅
経
歌
は
、
先
述
の
七
二
〇
歌
同
様
、
単
独
で
は
歌
意
を
正
確
に
理
解
で
き
な
い
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
、
幻
想
的
な
美
し
さ
は
あ
る
。
　
　
遠
煙
ふ
る
さ
と
は
く
も
に
け
ぶ
り
ぞ
た
つ
た
山
　
　
　
　
　
　
　
そ
な
た
の
そ
ら
を
と
ぶ
ひ
の
の
も
り
（六
三
二
）
一
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く
も
ま
よ
り
か
す
か
に
け
ぶ
り
た
つ
た
山
み
ね
の
あ
な
た
に
　
　
す
み
や
や
く
ら
ん
　
　
　
　
（
『
初
度
』
、
深
山
炭
竈
、
五
四
〇
、
顕
広
）
　
「
竜
田
山
」
と
「
煙
」
の
取
り
合
わ
せ
は
少
な
く
、
本
百
首
以
前
の
例
は
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
煙
が
立
つ
理
由
は
異
な
る
も
の
の
、
煙
が
「
た
つ
」
と
「
た
つ
た
山
」
を
掛
け
、
煙
の
立
つ
竜
田
山
の
遠
景
を
詠
む
点
は
共
通
し
て
お
り
、
雅
経
が
『
初
度
」
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
ほ
か
、
『
両
度
」
と
本
百
首
と
で
、
作
例
の
多
く
な
い
表
現
を
用
い
て
い
る
の
は
、
「
み
な
と
い
り
え
」
（
六
四
一
、
『
初
度
』
一
九
〇
・
『
後
度
』
二
一
一、
い
ず
れ
も
仲
正
）
・
「
そ
の
ふ
の
た
け
」
（
六
七
五
、
『
後
度
』
四
六
三
、
為
忠
）
・
「
塩
木
」
（
七
一
七
、
『
後
度
』
四
八
八
、
親
隆
）
の
三
例
で
あ
る
。
ま
た
、
六
五
六
の
「
た
に
の
か
け
は
し
」
と
い
う
表
現
は
、
用
例
は
少
な
く
な
い
も
の
の
、
『
初
度
』
の
「
橋
上
落
葉
」
題
で
忠
成
（
四
五
一
）
・
為
盛
（
四
五
五
）
・
盛
忠
（四
五
六
）
の
三
者
が
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
忠
成
歌
に
は
「
杣
山
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
本
百
首
六
五
九
の
題
が
「
杣
山
」
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
雅
経
は
本
百
首
を
詠
作
す
る
際
に
『
両
度
』
を
参
考
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
二
点
考
え
ら
れ
る
。
一
点
は
、
「
表
現
や
素
材
に
珍
奇
さ
を
求
め
る
面
が
強
い
」
（
注
五
）
な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
『
両
度
』
の
性
格
が
、
新
し
い
表
現
等
を
好
む
傾
向
を
も
つ
雅
経
の
関
心
を
引
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
点
は
、
『
初
度
』
は
為
忠
昇
叙
の
後
に
成
立
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
注
六
）
こ
と
と
関
わ
る
。
次
節
で
述
べ
る
が
、
本
百
首
は
昇
進
を
願
っ
て
詠
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
願
い
を
か
な
え
た
後
に
詠
ま
れ
た
『
初
度
」
に
、
雅
経
が
共
通
性
を
感
じ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
『
両
度
』
の
題
の
多
く
が
『
堀
河
百
首
』
『
永
久
百
首
』
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
（
注
七
）
、
本
百
首
の
題
で
こ
れ
ら
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
多
く
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
「
故
郷
」
「
椎
柴
」
が
『
永
久
百
首
』
と
、
「
田
家
」
が
『
堀
河
百
首
』
と
一
致
す
る
ほ
か
、
同
じ
く
「
田
家
」
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
一
致
し
、
「
漁
父
」
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
「
水
付
漁
父
」
と
い
う
形
で
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
和
歌
表
現
で
は
、
前
述
の
七
一
〇
で
影
響
関
係
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
本
百
首
六
九
五
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
翁
さ
び
せ
ん
」
と
い
う
表
現
は
、
本
百
首
以
前
に
は
『
万
葉
集
』
四
一
五
七
と
『
堀
河
百
首
』
六
一
八
の
藤
原
基
俊
歌
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。三
　
述
懐
歌
　
本
百
首
に
は
述
懐
歌
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
百
首
歌
の
基
本
的
な
性
質
で
は
あ
る
が
、
本
百
首
に
は
そ
れ
が
色
濃
く
表
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
本
百
首
の
詠
作
意
図
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
百
首
の
述
懐
歌
を
検
討
し
、
詠
作
意
図
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
　
本
百
首
に
は
述
懐
歌
と
解
さ
れ
る
歌
が
、
四
〇
首
余
存
す
る
。
そ
の
内
容
を
大
別
す
る
と
、
①
老
い
の
嘆
き
・
時
の
流
れ
の
速
さ
を
詠
む
も
の
（
九
首
）
、
②
沈
論
を
嘆
く
も
の
（
＝
首
）
、
③
我
が
身
や
世
の
は
か
な
さ
を
詠
む
も
の
（四
首
）
、
④
行
く
末
に
対
す
る
不
安
、
あ
る
い
は
不
安
定
な
我
が
身
を
詠
む
も
の
（五
首
）
、
⑤
世
を
恨
む
心
情
を
詠
む
も
の
（
八
首
）
、
⑥
自
負
を
表
明
す
る
も
の
（
三
首
）
、
⑦
嘆
き
の
理
由
が
明
確
で
な
い
も
の
（
三
首
）
、
⑧
そ
の
他
（
二
首
）
と
な
る
。
ま
た
、
述
懐
歌
中
に
は
類
似
の
表
現
を
持
つ
歌
が
、
複
数
組
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
①
②
⑤
⑥
中
の
、
特
徴
的
な
詠
を
取
り
あ
げ
る
。
一
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老
い
の
嘆
き
・
時
の
流
れ
の
速
さ
を
詠
む
も
の
　
　
　
往
昔
　
い
に
し
へ
に
か
へ
ら
ぬ
み
ち
の
か
な
し
き
は
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
な
る
と
し
の
ゆ
く
か
た
ぞ
な
き
　
　
　
送
年
　
お
ほ
か
た
は
ゆ
く
も
か
へ
る
も
ひ
と
つ
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
身
に
の
み
つ
も
る
と
し
の
か
よ
ひ
ぢ
　
　
　
浜
砂
　
う
ち
よ
す
る
は
ま
の
ま
さ
ご
の
し
き
な
み
に
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぞ
へ
も
あ
へ
ず
つ
も
る
と
し
か
な
（六
三
八
）
（六
三
九
）
（六
四
二
）
　
「
か
さ
な
る
と
し
」
「
身
に
の
み
つ
も
る
と
し
」
「
つ
も
る
と
し
」
と
、
類
似
の
表
現
を
繰
り
返
し
、
年
老
い
て
い
く
嘆
き
を
詠
む
。
六
三
八
・
六
三
九
は
題
の
制
約
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
四
五
歳
の
雅
経
の
実
感
で
も
あ
ろ
う
。
六
四
二
は
、
つ
も
る
年
を
浜
の
真
砂
に
喩
え
て
お
り
、
誇
張
が
著
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
本
百
首
に
は
、
雅
経
自
身
が
ほ
か
に
あ
ま
り
用
い
て
い
な
い
同
一
歌
語
を
繰
り
返
し
用
い
る
傾
向
も
あ
る
。
「
浜
の
真
砂
」
は
六
四
二
の
ほ
か
、
前
節
で
取
り
あ
げ
た
七
二
〇
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
『
明
日
香
井
集
』
に
お
け
る
用
例
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
六
三
九
の
「
と
し
の
か
よ
ひ
ぢ
」
は
、
本
百
首
以
前
に
は
『
久
安
百
首
」
の
藤
原
清
輔
歌
（
九
〇
三
）
と
『
正
治
初
度
百
首
』
の
守
覚
法
親
王
歌
（三
七
三
）
に
見
ら
れ
る
の
み
で
、
後
代
の
作
例
も
少
な
い
。
沈
倫
を
嘆
く
も
の
　
　
　
夜
雨
　
ま
ど
の
あ
め
の
う
ち
ね
ぬ
こ
と
も
夢
な
れ
や
う
つ
つ
か
は
ら
ぬ
な
が
き
よ
の
そ
ら
　
　
閑
暁
ぬ
る
が
う
ち
に
見
る
を
夢
と
て
お
ど
ろ
け
ば
　
　
　
　
　
　
　
な
ほ
な
が
き
よ
の
あ
か
月
の
か
ね
　
　
麓
蓄
な
が
き
よ
の
を
ぐ
ら
の
す
そ
の
く
さ
の
い
ほ
に
　
　
　
　
　
　
　
夢
を
は
か
な
み
と
ふ
あ
ら
し
か
な
（⊥ハ
三
〇
）
（六
三
三
）
（六
五
七
）
　
三
首
と
も
「
長
き
夜
」
と
い
う
表
現
を
持
つ
。
「
長
き
夜
」
は
、
自
身
の
不
遇
な
状
態
の
比
喩
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
は
か
な
い
夢
と
長
き
夜
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
状
況
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
。
ほ
か
に
「
長
き
ね
ぶ
り
」
（
七
〇
七
）
と
い
う
類
似
表
現
も
見
ら
れ
る
。
『
明
日
香
井
集
』
に
お
い
て
、
「
長
き
夜
」
は
ほ
か
に
二
例
、
「
長
き
ね
ぶ
り
」
は
一
例
見
ら
れ
る
が
、
作
例
の
過
半
数
が
本
百
首
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
意
図
し
て
く
り
返
し
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
三
〇
の
「
う
ち
ね
ぬ
」
は
用
例
が
少
な
く
、
「
う
つ
つ
か
は
ら
ぬ
」
は
後
代
に
し
か
作
例
が
な
い
。
六
五
七
の
「
を
ぐ
ら
の
す
そ
」
は
他
に
作
例
が
な
い
表
現
で
あ
る
。世
を
恨
む
心
情
を
詠
む
も
の
　
　
　
漁
父
　
あ
び
き
す
る
よ
に
縫
騰
ひ
か
ぬ
も
ろ
と
も
に
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
み
て
も
な
ほ
う
ら
ぞ
は
な
れ
ぬ
　
　
　
引
網
　
あ
び
き
す
る
あ
ま
の
た
く
な
は
う
ち
は
へ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
し
き
も
の
の
は
て
は
灘
…
鐡
く
に
（七
〇
〇
）
（七
一
九
）
一
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釣
舟
い
せ
の
う
み
に
ゆ
ら
る
る
ふ
ね
ぞ
あ
は
れ
な
る
　
　
　
　
　
　
　
つ
り
す
る
あ
ま
の
灘
纏
が
た
き
よ
に
（七
一
二
）
　
い
ず
れ
も
海
辺
の
景
色
に
寄
せ
る
述
懐
歌
で
あ
る
。
七
〇
〇
と
七
一
九
で
は
、
「
あ
び
き
す
る
」
と
い
う
同
一
語
を
詠
み
こ
む
が
、
『
明
日
香
井
集
』
に
こ
の
語
の
用
例
は
こ
の
二
首
以
外
に
な
い
。
二
首
と
も
、
「
あ
び
き
す
る
」
の
語
は
、
題
と
の
関
連
に
よ
り
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
七
〇
〇
で
は
、
恨
ん
で
も
や
は
り
こ
の
浦
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
詠
む
が
、
こ
の
「
浦
」
は
世
間
の
比
喩
で
あ
り
、
つ
ら
い
と
思
い
な
が
ら
も
こ
の
世
を
離
れ
ら
れ
な
い
心
境
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
一
九
は
分
類
②
の
沈
論
の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
表
現
の
類
似
に
よ
り
こ
こ
で
扱
っ
た
。
上
句
は
序
詞
で
、
「
う
ち
は
へ
て
」
は
「
た
く
な
は
」
が
長
く
延
び
て
い
る
こ
と
と
、
苦
し
い
状
況
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
と
を
言
い
、
「
苦
し
き
」
に
「
繰
る
」
を
掛
け
る
。
「
う
ち
は
へ
て
」
と
「
繰
る
」
は
「
縄
」
の
縁
語
。
「
は
て
は
う
け
く
に
」
が
解
し
に
く
い
が
、
苦
し
い
境
遇
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
果
て
も
つ
ら
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
悲
観
的
な
心
境
を
表
出
し
た
も
の
か
。
「
憂
け
く
に
」
と
い
う
表
現
の
用
例
は
少
な
く
、
あ
る
い
は
「
世
中
の
う
け
く
に
あ
き
ぬ
奥
山
の
こ
の
は
に
ふ
れ
る
雪
や
け
な
ま
し
」
（
『
古
今
集
」
巻
一
八
、
雑
下
、
九
五
四
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
か
ら
学
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
。
　
三
首
に
共
通
し
て
「
う
け
」
（
漁
に
使
用
す
る
「
浮
け
（
浮
き
）
」
）
が
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
七
〇
〇
で
は
「
承
け
引
か
ぬ
」
（
納
得
し
な
い
）
と
、
七
一
二
で
は
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
ら
れ
る
「
う
け
が
た
き
」
と
、
七
一
九
で
は
「
憂
け
く
に
」
と
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
　
沈
論
す
る
我
が
身
を
多
く
詠
み
、
世
を
恨
む
心
境
を
表
出
し
て
も
い
る
が
、
一
方
で
自
負
を
示
す
歌
も
見
ら
れ
る
。
自
負
を
表
明
す
る
も
の
　
　
　
浜
轍
　
さ
り
と
も
と
お
も
ひ
こ
し
ま
の
は
ま
ひ
さ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
し
き
な
を
や
な
み
に
の
こ
さ
ん
　
　
　
拾
貝
　
た
ま
ひ
ろ
ふ
い
そ
べ
の
な
み
の
う
つ
せ
が
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な
し
き
あ
と
に
名
を
や
の
こ
さ
む
　
　
　
蹴
鞠
　
た
ち
な
る
る
わ
が
身
お
い
木
の
も
と
ご
と
に
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
も
く
ち
せ
ぬ
名
や
と
ま
り
な
ん
（六
六
八
）
（六
九
〇
）
（七
二
二
）
　
い
ず
れ
も
名
を
残
そ
う
、
あ
る
い
は
名
が
残
る
で
あ
ろ
う
、
と
詠
む
。
六
六
八
・
六
九
〇
は
、
名
を
残
そ
う
と
の
意
志
を
何
に
よ
っ
て
持
ち
え
て
い
る
の
か
明
白
で
な
い
が
、
七
二
二
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
蹴
鞠
の
飛
鳥
井
流
の
祖
で
あ
る
と
の
思
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
前
の
二
首
は
和
歌
で
の
名
声
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
自
負
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
六
九
〇
は
、
上
句
は
序
詞
で
、
「
う
つ
せ
が
ひ
」
（貝
殻
）
が
「
む
な
し
き
」
を
導
き
、
「
む
な
し
き
あ
と
」
す
な
わ
ち
死
後
に
名
を
残
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
六
六
八
の
「
さ
り
と
も
と
お
も
ひ
こ
し
」
は
沈
倫
し
て
い
る
間
の
心
境
で
あ
ろ
う
し
、
七
二
二
に
は
「
わ
が
身
」
の
「
老
い
」
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
を
負
っ
た
中
で
持
つ
自
負
で
あ
る
。
　
以
上
、
本
百
首
に
お
け
る
述
懐
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
『
明
日
香
井
集
』
下
巻
、
雑
歌
の
中
に
本
百
首
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
贈
答
歌
が
存
す
る
。
一
（20）一
　
　
近
衛
司
に
て
と
し
た
け
ぬ
る
よ
し
、
灘
灘
灘
懸
に
お
ほ
く
よ
み
て
、
　
　
ほ
ど
な
く
右
兵
衛
督
に
な
り
て
侍
り
し
あ
し
た
に
、
同
人
の
も
と
よ
　
　
り
か
し
は
ぎ
に
け
ふ
や
わ
か
ば
の
は
る
に
あ
ふ
　
　
　
　
　
　
き
み
が
御
か
げ
の
し
げ
き
め
ぐ
み
に
　
　
（
一
六
三
四
）
　
　
返
し
は
る
の
雨
の
ふ
り
ぬ
と
な
に
か
お
も
ふ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
み
も
し
げ
き
も
り
の
か
し
は
ぎ
　
　
　
（
一
六
三
五
）
・
こ
れ
を
「
ほ
ど
な
く
」
と
言
う
こ
と
は
か
ろ
う
じ
て
許
さ
れ
よ
う
か
。
以
上
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
本
百
首
は
昇
進
を
望
ん
で
詠
作
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
節
ま
で
で
指
摘
し
た
新
奇
さ
を
求
め
る
本
百
首
の
傾
向
は
、
そ
の
願
い
を
印
象
的
に
訴
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
百
首
中
唯
一
の
重
出
歌
は
『
建
保
四
年
院
百
首
』
に
見
え
る
。
前
述
の
六
六
八
番
歌
で
あ
る
が
、
『
建
保
四
年
院
百
首
』
で
は
第
四
句
以
下
が
「
ひ
さ
し
き
み
よ
を
な
ほ
た
の
む
か
な
」
（
雑
、
八
一
六
）
と
な
っ
て
お
り
、
主
題
が
異
な
る
。
重
出
歌
と
い
う
よ
り
、
改
作
と
考
え
る
べ
き
か
。
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「
同
人
」
は
藤
原
定
家
を
指
し
、
こ
の
贈
答
は
『
拾
遺
愚
草
」
に
も
、
同
内
容
の
詞
書
を
有
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
二
五
二
二
・
二
五
二
三
）
。
雅
経
は
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
一
二
月
九
日
に
左
中
将
に
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
三
月
二
八
日
に
右
兵
衛
督
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
贈
答
は
建
保
四
年
三
月
の
も
の
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
贈
答
の
直
前
に
は
『
建
保
四
年
院
百
首
』
が
詠
作
さ
れ
て
い
る
（
注
八
）
。
「
述
懐
百
首
」
が
こ
れ
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
百
首
に
は
老
い
を
詠
む
歌
八
首
、
昇
進
の
願
い
を
詠
む
歌
三
首
が
含
ま
れ
て
も
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
春
の
雨
に
身
は
ふ
り
ぬ
と
も
み
か
さ
や
ま
さ
し
も
は
袖
の
ぬ
れ
ん
も
の
か
は
」
（
八
二
〇
）
の
よ
う
に
、
中
将
と
な
っ
て
長
い
年
月
が
経
過
し
た
こ
と
を
訴
え
る
作
も
存
す
る
。
し
か
し
『
建
保
四
年
院
百
首
』
は
、
春
二
〇
首
、
夏
一
五
首
、
秋
二
〇
首
、
冬
一
五
首
、
恋
一
五
首
、
雑
一
五
首
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
述
懐
歌
に
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
応
製
百
首
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
「
述
懐
百
首
」
と
呼
ん
で
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
と
な
る
と
、
『
建
保
四
年
院
百
首
』
直
前
の
百
首
は
本
百
首
で
あ
る
。
本
百
首
が
「
毎
日
一
首
」
と
の
注
記
ど
お
り
詠
ま
れ
た
と
す
る
と
、
詠
作
開
始
か
ら
三
ヶ
月
余
り
後
の
建
保
二
年
＝
月
上
旬
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
年
余
り
後
に
雅
経
は
右
兵
衛
督
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
四
　
子
を
思
う
歌
本
百
首
の
述
懐
歌
に
は
も
う
一
首
注
意
す
べ
き
作
が
あ
る
。
　
　
杜
樹
し
げ
り
ゆ
く
わ
が
こ
の
も
と
を
お
も
ふ
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
れ
は
は
そ
の
も
り
の
し
た
草
（六
六
五
）
　
「
こ
の
も
と
」
に
「
木
の
本
」
と
「
子
の
も
と
」
を
、
「
は
は
そ
の
も
り
」
の
「
は
は
」
に
「
母
」
を
掛
け
て
お
り
、
わ
が
子
を
思
う
歌
で
あ
る
。
雅
経
の
定
数
歌
中
で
子
を
思
う
心
を
詠
ん
だ
作
は
、
こ
の
ほ
か
に
は
『
建
保
四
年
院
百
首
』
中
の
「
い
ま
は
わ
が
こ
こ
ろ
の
や
み
も
は
る
に
あ
ひ
ぬ
こ
を
お
も
ふ
か
た
の
み
ち
は
ま
ど
は
じ
」
（
雑
、
八
二
四
）
の
み
で
あ
る
。
定
数
歌
以
外
で
は
『
明
日
香
井
集
』
下
巻
、
雑
歌
に
、
女
子
の
病
気
と
死
去
に
ま
つ
わ
る
作
二
五
九
八
～
一
六
二
五
）
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
以
下
に
示
す
と
お
り
、
嫡
男
教
雅
に
関
わ
る
二
組
の
贈
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
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子
息
教
雅
を
あ
り
き
ぞ
め
に
同
人
の
も
と
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
、
　
　
手
本
を
引
出
物
に
し
て
、
そ
の
つ
つ
み
紙
に
あ
と
な
ら
へ
お
も
ふ
お
も
ひ
の
と
ほ
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
き
み
に
か
ひ
あ
る
し
き
し
ま
の
道
　
　
　
（
一
六
三
〇
）
　
　
返
し
し
き
し
ま
の
み
ち
し
る
君
に
な
ら
ひ
お
き
つ
　
　
　
　
　
　
す
ゑ
と
ほ
る
べ
き
あ
と
に
ま
か
せ
て
　
　
（
一
六
三
一
）
　
　
教
雅
、
少
将
に
な
り
て
侍
り
し
時
、
同
人
の
も
と
よ
り
よ
ろ
こ
び
つ
　
　
か
は
す
と
て
み
か
さ
や
ま
わ
か
葉
の
松
に
い
か
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
め
ぐ
み
の
ふ
か
さ
を
か
み
る
　
　
　
（
一
六
三
八
）
　
　
返
し
と
し
の
う
ち
に
は
る
の
ひ
か
げ
や
さ
し
つ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
み
か
さ
の
山
の
め
ぐ
み
を
ぞ
み
る
　
　
　
（
一
六
三
九
）
　
い
ず
れ
も
前
節
の
一
六
三
四
・
一
六
三
五
と
同
じ
く
定
家
と
の
贈
答
で
、
『
拾
遺
愚
草
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
前
者
が
二
五
一
〇
・
二
五
一
一
、
後
者
が
二
五
二
二
・
二
五
二
三
）
。
詠
作
年
次
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
は
な
い
。
教
雅
は
、
生
年
未
詳
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
三
月
一
四
日
没
、
正
四
位
下
左
少
将
に
至
る
。
早
世
し
た
ら
し
く
、
知
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
。
久
曽
神
昇
氏
は
正
治
元
年
（
＝
九
九
）
頃
の
生
ま
れ
か
と
さ
れ
て
お
り
（
注
九
）
、
そ
れ
に
従
え
ば
本
百
首
詠
作
時
点
で
は
一
六
歳
と
な
る
。
ま
た
、
本
百
首
詠
作
の
四
年
前
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
に
は
次
男
教
定
が
誕
生
し
て
お
り
、
六
六
五
番
歌
の
「
し
げ
り
ゆ
く
わ
が
こ
の
も
と
」
は
こ
れ
と
関
わ
る
か
。
長
男
教
雅
が
、
任
官
や
昇
進
が
気
に
な
る
年
齢
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
男
子
が
二
人
に
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
歌
を
詠
む
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
わ
が
子
の
将
来
の
た
め
に
も
自
身
の
昇
進
を
実
現
さ
せ
た
い
と
の
願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
と
め
　
以
上
、
建
保
二
年
に
詠
作
さ
れ
た
雅
経
の
百
首
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
本
百
首
は
端
作
り
に
『
百
日
歌
合
』
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
昇
進
を
願
っ
て
の
私
的
な
述
懐
百
首
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
百
首
に
は
、
定
数
歌
で
は
初
め
て
、
子
を
思
う
歌
が
見
ら
れ
る
点
も
注
意
さ
れ
、
雅
経
が
当
時
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
反
映
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
　
本
百
首
は
、
歌
題
に
多
く
の
特
徴
が
あ
る
ほ
か
、
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
と
共
通
性
を
有
す
る
作
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
一
つ
に
は
新
奇
さ
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
ご
く
一
部
し
か
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
百
首
に
珍
し
い
表
現
等
を
用
い
た
作
が
多
い
こ
と
も
、
こ
れ
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
昇
進
を
願
う
気
持
を
印
象
的
に
表
出
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
本
百
首
に
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
作
に
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
、
歌
意
が
通
じ
に
く
い
詠
が
多
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
本
百
首
か
ら
一
首
も
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
な
い
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
百
首
詠
作
の
一
年
余
り
後
に
、
雅
経
は
右
兵
衛
督
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
詠
作
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
注
一　
和
歌
の
引
用
は
、
本
文
及
び
歌
番
号
と
も
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
二
　
中
川
英
子
氏
『
雅
経
　
明
日
香
井
和
歌
集
全
釈
』
（
渓
声
出
版
、
二
〇
一
（22）一
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）
に
よ
る
と
、
こ
の
題
に
は
異
同
が
あ
り
、
高
松
宮
旧
蔵
本
・
天
理
図
書
館
蔵
本
は
「
興
石
」
、
中
川
氏
蔵
本
は
「
襖
石
」
で
あ
る
。
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
増
補
版
』
（
井
上
宗
雄
氏
、
一
九
八
八
、
笠
間
書
院
、
二
五
五
ペ
ー
ジ
）
、
『
鳥
帯
千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』
（
松
野
陽
一
氏
、
一
九
九
五
年
、
風
間
書
房
、
一
五
ペ
ー
ジ
）
、
『
為
忠
家
両
度
百
首
校
本
と
研
究
』
（
平
安
末
期
百
首
歌
研
究
会
編
、
一
九
九
九
年
、
笠
間
書
院
、
二
九
六
～
二
九
七
ペ
ー
ジ
）
な
ど
。
後
代
の
家
集
の
ほ
か
、
『
夫
木
抄
』
に
一
首
（
一
二
九
八
六
）
、
『
題
林
愚
抄
」
に
三
首
（
九
九
〇
一
～
九
九
〇
三
）
が
、
「
競
馬
」
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
題
林
愚
抄
』
の
三
首
中
二
首
は
『
後
度
』
歌
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
所
収
歌
と
『
題
林
愚
抄
』
九
九
〇
二
番
歌
は
、
『
後
度
」
歌
で
は
な
い
が
、
『
夫
木
抄
』
歌
は
仲
正
、
『
題
林
愚
抄
」
歌
は
顕
広
の
作
で
、
と
も
に
『
後
度
』
参
加
歌
人
で
あ
る
。
井
上
氏
前
掲
書
、
二
五
七
ペ
ー
ジ
。
久
保
田
淳
氏
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
一
九
七
八
年
復
刊
、
東
京
大
学
出
版
会
）
二
二
〇
ペ
ー
ジ
に
も
類
似
の
指
摘
が
あ
る
。
松
野
陽
一
氏
『
藤
原
俊
成
の
研
究
』
（
一
九
七
三
年
、
笠
間
書
院
）
な
ど
。久
保
田
氏
注
五
に
同
じ
、
上
野
香
織
氏
「
為
忠
家
両
度
百
首
に
つ
い
て
ー
初
度
百
首
か
ら
後
度
百
首
へ
の
展
開
ー
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
二
年
八
月
号
）
、
佐
藤
明
浩
氏
「
『
為
忠
家
両
度
百
首
』
に
関
す
る
考
察
1
八九
歌
作
の
場
の
問
題
を
中
心
に
ー
」
（
『
語
文
』
〔
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
〕
第
五
七
輯
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
）
、
松
野
氏
『
鳥
帯
』
一
五
ペ
ー
ジ
、
三
六
～
三
七
ペ
ー
ジ
な
ど
。
建
保
四
年
二
月
成
立
。
こ
の
百
首
に
つ
い
て
は
川
平
ひ
と
し
氏
「
建
保
四
年
院
百
首
の
成
立
」
（
『
私
学
研
修
』
〔
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
〕
一
〇
二
号
、
一
九
八
六
年
七
月
）
に
詳
し
い
。
こ
の
百
首
の
雅
経
詠
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
建
保
四
年
院
百
首
」
詠
」
（
『
十
文
字
国
文
』
第
十
三
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
発
行
予
定
）
で
考
察
し
た
。
『
崇
徳
天
皇
御
本
古
今
和
歌
集
』
（
文
明
社
、
一
九
四
〇
年
）
一
四
ペ
ー
ジ
。
，
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百
首
歌
　
　
述
懐
歌
　
　
歌
題
　
　
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
一
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